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山手台小学校区 ワークショップ実施概要 

 

テーマ 山手台のまちにおける、「移動」「地域交通」について 

実施内容 

第１回 

令和元年 9 月 19 日（木）19 時 30 分-21 時 21 人 

山手台のまちにおいて、「移動」「地域交通」に関して「困っていること」

を出し合おう！ 

第 2 回 
令和元年 11 月 21 日（木）19 時 30 分-21 時 17 人 

課題別に対策案を考えてみよう！ 

第 3 回 
令和 2 年 2 月 20 日（木）19 時 30 分-21 時 19 人 

取組を実現するためのスケジュールやアクションを考えよう！ 

結果概要 

〇山手台で必要な新たな移動手段を実現するためのアクションと仕組みの提案 

・アンケート調査による移動に関する住民ニーズや困りごとの把握 

・基礎資料の提示（人口動態、先行事例や各路線の時間帯通行量など） 

・様々なニーズに対応する移動手段の実現に向けた手法の検討と組織づくり 

（日赤の送迎サービスの広報、乗り合いタクシーなど、ドア to ドアの移動支援、マッ

チングセンターの設立など） 

 

〇山手台が今よりも歩きやすいまちとするためのアクションの提案 

・通学路など重点エリアでの落ち葉拾い（銀杏拾いもかねてイベント化） 

→まずは年に２回程度からスタートしてみる。 

・ラジオ体操に参加している方々の参加を促す。 

 

〇山手台での交通事故がなくなることを目指したアクションの提案 

・交通ハザードマップをつくる。 

・フェスティバルなどで、交通マナーについて、中高生の意見を集める。 

・道路の白線等の引き直し（地図上での確認、共有） 

・子どもの見守り、通学時の安全確保 

・自転車の交通ルールに関する啓発活動 

 

来年度以降

に向けて 

都市政策課において、地域内交通の課題解決に向けたワークショップ実施予定 

・伏尾台での住民主体の取組について、事例紹介 

・令和元年度で導き出した具体的な方向性の具現化 

・大学と連携し、共創ラボを展開 

 

 

  



【WS の様子：写真】 

第１回 

 

第２回 

 

第３回 

 

 

  

































問１ 出席者について

問２ ワークショップに参加して良かったと思いますか。

【理由】

①山手台の中でも知らない事が多くあったので。

②いろいろな意見が聞けた。

③色々な意見を聞く事ができた。

④他の丁目の人とも話し合えてよかった。

⑤全体のことがわかった。

⑥知らない事があった。
⑦それぞれの方が考えている事を文字におこしてみると考えが整理できますネ。

⑧他の丁目の方の意見も聞けたこと。

問３ ワークショップの内容について

【理由】

①具体的に進む可能性がうかがえた。

②交通に関しては気になっていた。

③考え方の多様性を見られた。

④問題点の掘り起こしが出来た（共有）。

地域活動の活性化に向けたワークショップ　アンケート集計（山手台）

問２ 回答数
とて も良 か った 8
良 か っ た 9
普 通 0
良 く な か っ た 0
未 回 答 2

問１ 回答数
～40代 3
50代 3
60代 4
70代 7

80代以上 0

未回答 2

問３ 回答数
とて も良 か った 8
良 か っ た 9
普 通 0
良 く な か っ た 0
未 回 答 2



問４ ワークショップの時間について

問５ 今回のワークショップの経験を生かして、地域において継続して取組を進めたいと思いますか。

問６ 今回のワークショップ以外に取り上げたいテーマがあればお聞かせください。

①防災関連

②防災について

③健康長寿の検討

④高齢化が進んだ（他の）町の対応

⑤高齢者について

⑥今後の10年先を考える事

⑦老老介護が増えてきている、支援方法はないか。

⑧防災活動について

⑨認可地縁団体と集会所について

⑩引きこもり、不登校への地域ケア

問７ ワークショップの感想などをお聞かせください。

①参加しやすい時間帯にお願い致します。

②住民以外の方々の紹介を最初にしていただきたかったです。

　 ファシリテーターの方に大変お世話になりました。

③テーマをしぼって多くの人が話しあえてよかった。

④ワークショップで新しく出会いがあった事もよかったと思います。

⑤実際に実践できるのか、まとまったかどうか、など疑問を感ずる所もあった。

⑥第１～第２回の積みかさねをどう生かしていくのかという点には課題を少し感じました。

⑦考えないといけない事がたくさんあるなと思いました。

⑧皆様よく頑張ったと思います。

⑨これからも続けていってほしい。

⑩職員の皆様、夜９時30分迄ご勤務下さり有難うございました。

⑪いつも遅くまで職員の皆さまお疲れ様です！。

⑫もう少し子育て世代の方も参加してほしかった。

問４ 回答数
長 か っ た 4
ちょうど良か った 9
短 か っ た 4
未 回 答 2

問５ 回答数
思 う 17
どちらともいえない 0
思 わ な い 0
未 回 答 2



 

 

 

 

 

 

 

参考資料 

 

ワークショップ当日資料等 

 

  





















 

 

所属・役職など 
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まず、ニーズ調査をして、本当に必要な「移動」を考える 

「誰が」「どこに行くための」「どんな交通手段」を必要としているのか。 

「利用してもらわなければ成り立たない」 

 ⇒ どんな人が、どんな時に困っているのか？ 

「利用ニーズを掘り起こさなければ成り立たない」 

 ⇒ 活動・暮らしがなければ移動ニーズは高まらない 
 
 
 
 
 
 
自分たちでできることから取り組んでみることを考える 

ニーズを踏まえて、どんなことなら自分たちでできるのか。 

「自分たちでできることを考えなければできない」 ⇒ 何ができるのか 

「担い手がいなければ成り立たない」   ⇒ 誰がやるのか 

 
 
 
 
 
 
自分たちではできない部分について事業者との連携を考える 

事業者にとってもメリットのある事業とすることができるのか。 

「お金やメリットがなければ続かない」 ⇒ 事業としての持続性は？ 
 
 

 

 

第 2 回ＷＳの意見 

１ 住民のニーズ・実態を把握する 
①移動ニーズ・移動に困っている人を具体的に把握するアンケート調査 

②住民同士で送迎の助け合い ⇒そのための住民情報の把握 

第 2回ＷＳの意見 

２ 地元（住民・事業者）でできることを考える 
①福祉委員会による配達サービスの充実 

②送迎サービスを地元で運営する 

③地域の事業者と連携した交通手段を検討する 

第 2 回ＷＳの意見 

３ 利用ニーズに合ったバスルートや送迎ルートを考える 
①タクシーの利用促進・支援 

②日赤病院との連携による送迎手段の提案 

③より便利なバスルートの検討・提案 

検討チーム １  
山手台で真に 必要な新た な移動手段を 実現する た めのア ク シ ョ ン

と 仕組みを 考え る 。  
 

過去に行った取り組み

や、現在行っている活

動などで、わかってい

ることはまず確認して

みよう！ 

介護？ 

通院？ 

買物？ 

通勤？ 

寄合？ 

 

すでに行われている

ことも踏まえて、今

できていないことを

確認し、本当に取り

組むべきことを考え

てみよう。 

福祉委員会は配達サー

ビスを実施している。 

事業者との

協力関係の

下、じっくり

と考える必

要がありま

すね。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
■優先順位の考え方 
 安心して歩けるまちとするために

すぐにやりたいこと・できること 

安心して歩けるまちとするために、

じっくり考え、取り組むべきこと 

地域の力で 

できること 

☆ 

すぐやることを考えよう 

◎ 

地域の中でも相談しながら進めよう 

行政との協働で 

取り組むこと 

◎ 

行政とも協議しながら進めよう 

○ 

行政とも相談しながら 

可能性と進め方を確認しよう 
 
■参考に・・・第 2回ＷＳのアイデアを整理してみたら・・・ 

 安心して歩けるまちとするために

すぐにやりたいこと・できること 

安心して歩けるまちとするために、じっくりと

取り組むべきこと 

地域の力で

できること 

 

■通学路だけは地域で協力して掃

除を行う。 

■草刈りをしてくれるボランティ

アを募る。 

 

■地域でお金を出し合い、シルバー人材センター

を活用して人員を確保する。 

 

行政との協

働で取り組

むこと 

 

■除草跡や地割れ部分を補修材で

埋め、再び生えにくくする。 

■陥没穴など地域で対応しにくい

ものは市にお願いする。 

 

■歩道の街路樹伐採・常緑樹への植え替え 

（自動車が入らない遊歩道の街路樹は伐採せず、

歩いて楽しい空間をまちに残す。など、考え方

を整理いて、行政とも相談する必要がある） 

■草刈りの必要性が低くなる植栽（グランドカバ

ー）への植え替え 

■歩道を広くする 

■歩道に蓄光式タイルや太陽光発電のライトを

設置する。 

 
 

 

検討チーム ２  
山手台が今よ り も 歩き やすいま ち と する た めのア ク シ ョ ン を 考

え る 。  
 

第 2回ＷＳの意見 

４ 歩きやすくて安全な歩行環境を作り出す 
①歩道の街路樹を伐採し、歩道の環境を改善 

②出来る限り地域主体で歩道の掃除や草刈りを行う 

③夜の歩道を明るく照らす 

 

歩きやすいまちとす

るために、優先的に

取り組むことを考え

て、進めていこう。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■優先順位の考え方 
 安心して歩けるまちとするために

すぐにやりたいこと・できること 

安心して歩けるまちとするために、

じっくり考え、取り組むべきこと 

地域の力で 

できること 
☆ 

すぐやることを考えよう 

◎ 
地域の中でも相談しながら進めよう 

行政との協働で 

取り組むこと 

◎ 
行政とも協議しながら進めよう 

○ 
行政とも相談しながら 

可能性と進め方を確認しよう 
 
■参考に・・・第 2回ＷＳのアイデアを整理してみたら・・・ 

 安心して歩けるまちとするために 

すぐにやりたいこと・できること 

安心して歩けるまちとするために、 

じっくり考え、取り組むべきこと 

地域の力

でできる

こと 

 

■地域見守り隊のメンバーをもっと増やすた

めに周知活動の力を入れる。（ラジオ体操グ

ループとの連携も検討） 

■通学路の表示を明記し、周知を徹底する。 

■外部交通に対するマナー啓発の看板設置。 

■飛び出し坊やを PTA と子供たちとでWS形

式で製作して追加する。（子ども達に交通マ

ナーを教えることもセット） 

■事故が起こりそうな危険箇所を組織で共有。 

■危険マップをつくる（ヒヤッと、事故があったところ）。 

■自治会単位で啓蒙活動をする。 

■学校で行われているように、大人向けにも自

転車教室を実施する。 

■ルールを守っていない人の多くは取

組に参加しない可能性が高いため、そ

れらの人に伝える工夫が必要 

 

行政との

協働で取

り組むこ

と 

■信号のない横断歩道において、時々警察の方

に取り締まりをしてもらう。 

 

■三叉路でカーブミラーを設置する。 

■自動車のスピードを落とす工夫とし

て意図的に段差を設ける。（周辺住宅

への騒音問題には配慮） 

検討チーム ３  
山手台での交通事故がなく なる こ と を 目指し た ア ク シ ョ ン を 考え

る 。  
 

第 2回ＷＳの意見 

５ 交通事故危険個所における事故防止

の対策を考える（特に通学路） 
①見守り・取り締まりを充実 

②交通マナーの向上・注意喚起を推進する 

③道路における交通安全の工夫（ハード整備） 

 

 

交通事故がなくなる

ことを目指して、優

先的に取り組むこと

を考えて、進めてい

こう。 



 




